
北九州市の実態の一部 

挨拶する 吉田松雄 全生連会長 
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「生活保護 110番」 NHK で放映  

「相談相手が出来てうれしい」 

今回は、NHK が取材し、“地域局発”の列島

ニュースで全国に報道されたらしく、北海道・

東京・京都・鹿児島・大分などからも多くの相

談が寄せられました。 
 

相談の多くが「生活保護を利用しているが、 

物価高で生きていくのに必死。いくら切りつめ

ても食べていけない」などの切実な相談が多く

寄せられました。 
 

生活保護の“制度”についての問い合わせも

多く、小倉生健会の相談員が携帯電話の番号を

知らせ、「いつでも、お気軽に電話してくださ

い」と伝えると、「大変心強いです。相談する

人が誰もいなかった。心が爆発しそうで、大声

で泣きたいが我慢してきた。苦しかった。相談

相手が出来てうれしい」と答えていただき、こ

ちらも胸が熱くなりました。 

    維新の「大阪は教育無償化を実現した」を考える 
義務教育は憲法で“無償”です。給食費の無

償化も“運動”で広がっています。一方、国際条

約である、 中・高等教育への「無償教育の漸進

的導入」を日本は 30年間も留保していました。 

保留していたのは日本とアフリカのマダガス

カルだけでしたが、“運動”に押されて 2012 年

に保留を撤回しました。しかし停滞しています。 
 

そんな中、維新が最もアピールしているのが

「大阪は教育無償化を実現した」です。 

先日、新婦人新聞が、「大阪の私学無償化」に

ついて「世帯収入 590 万円未満の所得制限があ

るため、対象は 46.2%のみ。しかも一旦学費を支

払った後に還付される。平均 20 万円の入学金

や指定物品購入、修学旅行費用などは全て保護

者負担」と報じました。 
 

更に「少人数学級に背を向け、特別支援学校

は全国一の過密。府立高校は 3 年連続定員割れ

になれば廃校に」。「2020 年度の国の調査では、 

2005（平成 17）年 1 月、八幡東区で一人

暮らしの 68 歳の男性が玄関で亡くなって

いるのが発見されました。男性は左目が見

えず、右目の視力も 0.2で糖尿病を患って

いました。生活保護を申請していましたが

却下されていました。 

その年から北九州市社保協（会長：高木

健康弁護士）は、“生活保護 110番”を二

カ月に一回開き続けています。 

全生連（全国生活と健康を

守る会連合会）の「第 44期全

国活動交流会」が 2 日間にわ

たり開催されました。 
 

小倉生健会もネットで参加

し、同じ思いで奮闘されてい

る全国の皆さんの活動を直接

聞かせていただきました。 
 

生活に困窮した方からの切

実な相談に親身に対応する活

動や、行政に対する取り組み

の中で、会員を増やし奮闘し

ている姿が全国で展開されて 
 

 

中学生の暴力件数が生徒数あたりで全国平均の

1.8倍、 不登校の高校生は 1.7倍」にのぼって

います。 
 

「小中学生ではテストの結果を学校別に公

表。内申書へも反映させる。テストの結果で教

員が評価され、子どもたちや先生を競争と序列

化に追い込む施策を次々に導入」して「分断と

対立を持ち込み、教育の分野にまで“市場原理” 

を導入し、維新府政で最も破壊されてきたのが

教育分野」と報じています。 
 

大阪の教育関係者も「国が全国一律の事業と

してやっていることを、さも大阪だけが実現で

きたと語っている」との報道や、「私学側の負

担が現在の約 9 億 5 千万円から約 17 億円に増

える」ため、私学側も反発しているとも報道さ

れています。 
 

維新政治は分かりやすいと言われがちです

が、事実をしっかり見る目を養いたいものです。 

いました。 
 

エアコン設置での運動など

貴重なアドバイスもいただき

小倉でも生かしていきたいと

思います。 

全生連 全国活動交流会に参加し決意新た 
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北九州市社保協

に参加する生健会

も一緒に行った、

「コロナ何でも相

談会」の記録が本に

なりましたので、一

部を紹介します。 
 

2020 年 4 月 18・

19日の 2日間、「コ

ロナ災害を乗り越

える いのちと暮ら

しを守る なんでも

電話相談会」を開催

した。 
 

くひしめいている悲痛

なうめき声のシャワー

を浴びたようだった。 
 

これは大変なことに

なる。知ってしまった

以上、やめるわけには

いかない。それ以来、

2 か月に 1 回、定期的

に電話相談会を開催す

ることになった。 
 

そして、2022年 12月

までの足かけ 3年、17

回にわたり合計 1 万

5125 件の悲痛な叫び

を聴きつづけた。本書

は、その記録である。  

著者を代表して  

弁護士 小久保哲郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 日間での電話数は 42 万件で、とった電話の数

は 5009件。話ができたのはわずか 1・6％。どの会

場でも受話器をおけば鳴る状態が、朝 10時から夜

10時まで続いた。 
 

これまで数限りなく電話相談をしてきたが、こ

んなことは初めてだと相談員が皆口をそろえた。      

初回はフリーランスや自営業者の方を中心にあら

ゆる職業の人たちからの相談が殺到した。 

表面的には静まり返った街の裏側で、行き場な 

災害や転居により生活保護の一時扶助・自立更生費を利用する際等の 

「見積書２通提出」の見直し、改善を求めます（陳情） 
 

北九州市議会議長 鷹木 研一郎 様 

生活と健康を守る会北九州ブロック協議会 

議 長  波田 千賀子      

北九州市門司区寺内２丁目５－１７  

電話 ０９０－２０８０－０４９４   

【陳情趣旨】 

 生活保護を利用する人が、災害にあったり、転居が必要になったりして、一時扶

助によって家具・家電製品等を購入する際には、２（社）以上の業者による見積書

をとって最も安い業者を利用することが求められます。住居の修理等が必要になっ

た場合なども同様の見積書を提出することが求められます。 

 これは行政機関が物品を購入したり、工事を発注する際の取り扱いに準じたもの

と説明されています。 
 

 しかし、限られた金額の枠内で、なるべく多く必要な家具・家電製品等をそろえ

ようとするときは、特別セールや中古品店等を利用することになりますが、このよ

うな店舗では、目的の品物が売られている場合でも「現品のみ」であることがほと

んどです。仮に見積書を書いてもらえても、その有効期間はほんの数日であり、複

数の業者から同一品についての見積書をとって、役所の許可を得るまでの間、売却

せずに「取っておいてもらう」ということはほぼ不可能です。 

 また、生活保護利用者の住居で、トイレや流しの排水管が詰って修理が必要にな

った場合にも、同様に、２（社）以上の業者による見積書を提出することが求めら

れます。しかし、このような修理に対応してくれる業者においては、現場確認と同

時に修理をおこなって、即座に支払いを済ませることが基本になっており、いった

ん現場を確認して、見積書を提出し、修理工事の許可をえたのちに、再度出張して

の修理、というような余計な手間をとらせることは困難です。 
 

ついては、以下のように見直し・改善を行っていただきたく、陳情いたします。 
 

【陳情項目】 

転居や災害等の際に、一時扶助や自立更生費によって家具・家電製品等を購入す

る場合や、トイレや流し等の排水管詰まりの修理を行う場合などにおいて、２

（社）以上の業者による見積書を提出する、との扱いを見直し、改善してください 

９月北九州市議会に陳情しました 

小倉生健会に相談があった、「トイレの排水が壊

れたため、保護課に相談したら『二社から見積もり

をもらって修理すれば工事が遅くなるので、自分の

お金で修理をしたら』と言われ自己負担で修理した」

件等を改善させるために市議会に陳情しました。 

こんな“表示”が広がると 

うれしいですね 

書籍 「コロナ禍 3年 聴き続けた 1 万 9000 の声」 
生健会も参加した「コロナなんでも相談会」の記録 

生活保護学習会会場の地図 

上記のチラシ、小さくて申し訳ありません。 

沖縄（日本）がまた戦場になろうとしていま

す。講演会に是非参加を！ 

本の表紙 定価 2000円 


